平成２９年度　後期学校評価
（　松原中　学校）
（１）「確かな学力」の育成に向けて
	重点目標
（１）生徒が探究心を向上させる学びの授業を実践する。
（２）言語活動と協同を意識した授業を実施し，図書室を活用した授業に取り組む。
（３）体験的な学習活動を充実させるとともに，「２１世紀型能力」の向上を意識した授業改善に　取り組むとともに，家庭学習の習慣化を図る課題を継続して与える。
（４）地域と連携した伝統文化教育を充実させ，全教育活動で取り組む。
（５）学習確認プログラム等において，本校の平均点の向上を図る。
（６）信頼される総括評価と形成的評価を充実させる。

	具体的な取組
○学力・コミュニケーション能力の定着のための少人数分割授業として，話し合い活動を取り入れた授業の実施（３年の数学と英語）。
○学力(言語活用能力・コミュニケーション能力)の定着のためのＴＴでの話し合い活動を多く取り入れた授業の実施（全学年国語，２・３年社会，１・２年英語）。
○「学力向上チーム」・「授業力向上チーム」 を構成し，学習確認プログラム等を活用して，学力分析を行い，共通認識のための研修会を実施。
○学習に遅れがちな生徒には，定期テスト前や長期休業中に『補充学習』・『土曜学習』を実施し，また，完全下校後に『みらスタ学習会』の実施と充実。
○理科においては，観察や実験を多く取り入れ，体験と実感を伴った理解や科学的な思考力を養う。
○家庭学習の習慣化を図るための取組（自学自習プリント導入と活用・点検）。
○学習確認プログラムの予習・復習シートや文科省全国学力・学習状況調査問題の積極的な活用を推進。
○教科指導（授業）が究極の生徒指導と捉えて，授業規律の見直しや授業改善や教材研究を行う。そのための「授業研修」の充実（研究授業週間を年３回設定する）。
○メンターとなる外部講師等を招聘し，教職員が学び，少人数話し合い活動を取り入れた授業展開を積極的に進めていく（生徒の言語活用能力・コミュニケーション能力の定着と考える力の育成につなげる）。
○朝読書１０分間の時間確保と指導の徹底。
○教員の指導力向上のために，協同学習の研修会をおこない互いに研鑽する機会をもつ。

	各種指標結果（２回目）
授業改善を通して学びに向かう生徒を育成し，学習確認プログラム全学年で下位層を減らす。予習シート，復習シートをより重視し，家庭学習を含め効果的に活用して自ら学ぶ力を育て，各学年で全市平均以上をめざす。

	自己評価
	分析（成果と課題）
・確認プログラムにおいて，とりわけ理科に関しては，伸びが高く，生徒のアンケートからも関心の高さがうかがえた。
・２年生では総合で指標達成できている。数学や理科は伸びが高く，他もほぼ上回っている。３年生でも総合で指標は達成できているが，さらに授業改善が必要である。

	
	分析を踏まえた取組の改善
学び合い高め合う学習の研究を通して，また学習規律の定着により，ルールとリレーションのある授業が実践できるようになってきた。協働的な学びによる効果も出ているが，発表に対する教師の「揺さぶり発問」で，すべての教科においてより高みに至る思考まで引き出すことが必要である。ただ，家庭学習の定着は思うほど増えていない。このため，授業の質をより高めるための授業改善や，週末課題を含めた家庭学習課題についての工夫が必要である。



（２）「豊かな心」の育成に向けて
	重点目標
（１）生徒理解を深め，ていねいな個別対応を実践するとともに，積極的な生徒指導を実現していく。
（２）いごこちのよい温かな学級づくりをし，よりよい集団とするために学級経営力を向上させていく。
（３）生徒会活動や部活動の充実を通して，生徒の健全育成やボランティア精神の向上を図る。
（４）人権文化の定着を図り，参加体験型人権教育を推進する。
（５）総合的な学習の時間，道徳，特別活動を充実させ，よりよい人格形成を推進していく。
（６）生徒の「いいとこ探し」を全学年で行い，自己肯定感や自己有用感の向上に努める。

	（取組結果を検証する）各種指標
・生徒指導部が中心となって，毎週「いいとこ探し」を行い，自己肯定感や自己有用感がどのように推移したか，アンケート調査を行う。
・クラマネの分析や教育相談を通して，親和性のある温かな学級集団が育っているか検証をかける。

	各種指標結果（２回目）
　地域で活躍し，地域に貢献できる機会が後期には何度かあり，昨年以上に地域行事にボランティアで参加する生徒を増やし，地域の伝統文化に触れたり，人々との触れ合いや絆を深め公共の精神を養う。

	自己評価
	分析（成果と課題）
　秋から冬にかけて，地域のふれあい祭りや小学校区毎の餅つき会など，ボランティア活動で昨年以上の生徒が参加し，地域で活躍し地域の方から称えていただき，自尊感情や郷土愛を育むことができた。また１１月から生徒会美化委員会にボランティアの生徒が加わり，校内に花壇を作ったり，季節の草花を積極的に育て，自然に親しみ，命を尊ぶ気持ちや，生き物を大切にする心を醸成することができた。

	
	分析を踏まえた取組の改善
道徳の授業を確保し，資料を事前に学年で検討し，さまざまな形態の授業を積極的に取り入れて行った（話し合い活動・学年道徳・回り持ち道徳など）。ただし，道徳の評価についてはまだ研究できていないため，本格実施へ向けて次年度は評価の研究を行うとともに，保護者参加型の公開授業も取り入れつつ，文科省指定の抜本的改革研究指定に取り組みたい。
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（３）「健やかな体」の育成に向けて
	重点目標
（１）「いのち」を最も大切であるという理念のもと，活気があり，安心して，安全な学校生活が送れることに重点を置いて学校活動を進める。
（２）保健衛生面に関心を持ち，積極的に健康維持に努めようとする態度を養う。
（３）基本的生活習慣の確立に向け，食や生活習慣について家庭への啓発を図る。

	具体的な取組
○保健衛生全般について，生徒会・保健安全委員会が中心となり，広報活動をしていく。また，養護教諭による，「保健だより」により啓発をしていく。
○性教育・安全教育・健康教育に関する学習（薬害，エイズなど）を系統的に取り組み，学活を活用して実施していく。
○地域や学校運営協議会との連携により，地域や保護者の要望等をとりいれ，防煙・薬物教室等を計画していく。
○食べること，寝ることなどの基本的生活習慣を整え，活力や意欲のある生活をおくるために，食教育を充実させる。
○基本的生活習慣等の健康調査をおこない，課題や改善点を共通認識し，日常の教育活動に生かせるよう研修会を行っていく。
○学校保健委員会，保護者会，学校運営協議会を通して，健康教育への協力と理解をしていただくための活動をおこない，地域とともに子育てを行う。
○スマホ依存を防ぐため，学級での生活習慣指導とともに，外部講師による健康生活向上へ向けた講話の機会を持つ。

	各種指標結果（２回目）
テレビ・ＤＶＤ等の視聴，スマートフォンや携帯にかける時間を縮減し，読書や家庭学習に充てられるようにする。可能な限りスマホ２時間以内にとどめられるようにする（就寝時間の後退につながらないよう基本的生活習慣の確立につなげる）。

	自己評価
	分析（成果と課題）
　保健だよりはもとより，新入生説明会や家庭教育講座において，基本的生活習慣の確立や思春期の子育て講座，食育の重要性について保護者啓発を行うことができた。今冬はインフルエンザが猛威をふるい罹患する生徒も１，２年生を中心に多くあったが，（今年度は秋にワクチン不足があったため接種率が低かった）予防接種の積極的な接種が望まれる。

	
	分析を踏まえた取組の改善
　生徒指導部や保健係を筆頭に，全教職員が共通理解をして喫煙，飲酒，薬物ゼロを達成しつつある。とりわけ薬物は対岸の火事と受け止めずに，乱用防止教室を行った。次年度も気を緩めることなく，喫煙，飲酒，薬物ゼロに取り組んでいきたい。


（４）学校独自の取組
	重点目標
義務教育９年間の教育目標を「育ちと学びの連続性の確立」と捉え
○地域の子どもたちの様子を保・幼・小・中・地域で交流し，課題を探り共有を図る。
○保・幼・小・中・地域で，目指す子ども像の具現化に向けて実践する。

	具体的な取組
○夏季休業中に３校合同での全教員参加研修を実施し，分科会でテーマことに研鑽を深め，児童生徒の課題や育てたい力について共通認識を図るとともに，小中連携の一層の充実を目指す。
○中学校教諭（英語科）が各小学校・中学校の指導に当たり，児童生徒の情報を共有することで９年間の学びに生かすともに英語力（４技能）の向上に努める。
○毎月の３校校長会，教頭・教務・研究主任を加えた総務部会，生徒指導主事・主任会，オープンスクールの開催，保幼小中館連携会議（館は児童館）の活性化等の取組を展開することで小中連携の充実を図る。

	（取組結果を検証する）各種指標
ジョイントプログラム，学習確認プログラムの分析による小学校から中学校への接続状況に落ち込みは見られないか，不登校の状況はどう変化したか等，学力向上委員会や生徒指導委員会で検証する。また地域の子どもたちの様子について，学校運営協議会において評価を仰ぐ。

	各種指標結果（２回目）
生徒指導委員会での不登校ぎみの生徒や支援を要する生徒の状況把握は引き続きできている。ただし学力向上委員会がほぼもてなかったため，ジョイントプログラム，学習確認プログラムの分析は学年，教科レベルの検証に留まったままであった。保幼小中館連携会議（館は児童館）は３回実施できている。

	自己評価
	分析（成果と課題）
　まず，次年度は学力向上委員会を毎月持てるよう，行事予定に位置付ける必要がある。授業ではわからないことを聞きあい，教え合える取り組みが定着し，３年生では確認プログラムにおいても成果が出てきている。

	
	分析を踏まえた取組の改善
　地域の子どもたちの様子を校区内の保・幼・小・中・児童館で交流し，課題を探り共有を図る連携会議を年３回行った。地域のたくさんの先生や児童館のかたが見守っていただいていることは，生徒の健全育成に大いに寄与している。啓発ポスターも作成し，松原中ブロックどの保・幼・小・中・館においても，また自治連合会においても規範意識の大切さを訴えるとともに，心温まるポスターが掲示されている。



